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質問内容は，下記の通りである。
問１　今までおこなってきた進路面談は，どちら

のパターンですか？（高等学校教員のみ）
問２　どちらのパターンの方が今後勉強をやる気

持ちがわきそうですか？
問３　ＡパターンとＢパターンの違いはなんだと

思いますか？（記述式）
３．結果

アンケートの結果は，下記の表のようになっ
た。

　そして，問３について，高等学校教員は，「Ａ
は教師主導で，生徒のことはわかっていないが，
Ｂは，押し付けでなく，生徒の気持ちを汲みなが
ら面談をしている」などの意見が，また，学生は，
「ＡよりＢの方が具体的な内容で話している。ま
た，先生が生徒の今の状況を理解しようとしてい
る」や「Ａはやらされている感じがしてやる気が
出にくい，Ｂでは自分でやることを決めさせるの
で，やりやすい。」と答えている。

４．考察
　ＡパターンとＢパターンの大きな違いは，ス
ケーリングクエスチョンを使っているかいない
かである。問２の結果から，教員，学生ともＢパ
ターンの方が学習意欲を喚起させられると思って
いる。その意味において，スケーリングクエス
チョンが学習意欲の喚起に有効であると推測され
る。そして，問３からもうかがえるが，スケーリ
ングクエスチョンの技法の中に，自己決定を促し
ていくものが含まれている。自己決定により自己
責任感が増すことで，学習意欲の換気に効果があ
るといえる。また，問１でＡと答えた教員も問２
ではＢと答えている。以上より，学習意欲を喚起
させるのに，スケーリングクエスチョンが有効で
あることが明らかになった。
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１．問題と目的
　生徒の学習意欲を喚起させるのはなかなか難し
いと言われているが，筆者は，ブリーフ・カウン
セリングで学習習慣を身につけさせる面談をして
きた（定金 2004）。その面談では，スケーリング
クエスチョンが大変有効であった。
そこで，本研究では，学習意欲を喚起させるコ

ミュニケーションの方法としてスケーリングクエ
スチョンが利用できることを明らかにすることと
した。

２．方法
地方の名門進学校の高等学校教員（31名）と教

育心理学を受講している大学生（154人）を対象
に，ＡパターンとＢパターンの面談スクリプトを
示し，いくつかの質問をした。
　Ａパターンはよくある進路面談の例で，Ｂパ
ターンはスケーリングクエスチョンを利用した進
路面談例である。


